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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結
会計期間

第53期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 7,402,4138,226,2832,569,5652,750,4019,861,025

経常損益（千円） △108,677 83,601 △14,155 1,165 △518,019

四半期（当期）純損益（千円） △1,022,83544,026△594,206 △6,973△1,656,490

純資産額（千円） － － 6,087,4145,397,3725,324,186

総資産額（千円） － － 16,470,04815,714,98015,433,216

１株当たり純資産額（円） － － 744.61 700.74 691.23

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△125.11 5.72 △72.68 △0.91 △203.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 37.0 34.3 34.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,023,566504,193 － － △1,096,162

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,497,201△668,357 － － △1,544,152

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,104,121414,827 － － 2,460,822

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,116,325604,635 353,929

従業員数（人） － － 416 432 411

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．第53期第３四半期連結累計期間、第53期第３四半期連結会計期間、及び第53期ならびに第54期第３四半期連結

会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失であるため記載しておりません。また、第54期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 432 (310)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２．臨時雇用者数には、契約社員及び派遣社員も含めて記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 339 (267)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２．臨時雇用者数には、契約社員及び派遣社員も含めて記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　本報告書のこの項以下に記載する金額は、消費税等を含んでおりません。

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

前年同四半期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
453,755 127.8

合計（千円） 453,755 127.8

（注）金額は製造原価によっております。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

前年同四半期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
794,260 103.1

眼鏡事業（千円） 204,201 66.3

その他事業（千円） 154,134 101.3

合計（千円） 1,152,597 93.7

（注）金額は仕入価額によっております。

(3）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

前年同四半期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
2,242,247 116.1

眼鏡事業（千円） 327,993 71.3

その他事業（千円） 180,159 101.4

合計（千円） 2,750,401 107.0

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気減退局面からの回復の兆しが部分的に見られますものの、

企業収益の落ち込みやそれに伴う設備投資の抑制、雇用環境悪化が深刻化する等、先行き不透明な状況が続いてお

ります。　

コンタクトレンズや眼鏡業界におきましても、個人消費の冷え込みから、小売市場におけるコンタクトレンズの

購入周期の長期化や眼鏡の買い控えが顕著であり、経営環境は厳しさを増しております。

このような状況の中、当社グループといたしましては、国産初の１日使い捨てコンタクトレンズ「シードワン

デーピュア」を柱とし、取扱施設数の増加や主力製造拠点である鴻巣研究所の稼働率アップによる製造原価低減、

２週間交換コンタクトレンズ「シード２ウィークピュア」の梃入れ、主要ケア用品・眼鏡フレームの拡販等に努

め、黒字回復と財務体質の強化を目指してまいりました。

この結果、１日使い捨てコンタクトレンズカテゴリーが牽引役となり同売上高は前年比約27％増となりましたも

のの、個人消費の低迷と価格の下落が続くケア用品や眼鏡については大幅に前年を下回ることとなり、売上高全体

では2,750百万円（前年同期比7.0％増）にとどまりました。利益につきましては、営業利益29百万円（前年同期営

業損失20百万円）、経常利益1百万円（前年同期経常損失14百万円）となりましたものの、四半期純利益につきまし

ては、製品回収関連損失が14百万円発生した等により純損失6百万円（前年同期四半期純損失594百万円）に転じま

した。

　

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（コンタクトレンズ・ケア用品事業）

コンタクトレンズ・ケア用品事業につきましては、コンタクトレンズにおいては引き続き「シードワンデーピュ

ア」の取扱施設数の増加による売上高増と、生産設備の稼働率アップによる製造原価低減に取組んでまいりまし

た。また、ケア用品においても、クリニックルートにおける新規顧客獲得、ＯＴＣルートにおけるロイヤルユーザー

獲得のための諸施策を実施してまいりました。

重点施設においての店頭ＰＲ活動等積極的に展開してまいりましたが、「シードワンデーピュア」は計画に対し

て未達となりました。しかしながら、「シードワンデーファイン」や「シードゥソフトケア」等の堅調な商材の下

支えがあり、売上高は2,242百万円（前年同期比16.1％増）となりました。営業利益につきましては、「シードワン

デーピュア96枚パック」の発売に向けた費用等がかさんだため106百万円（前年同期比9.3％減）となりました。

（眼鏡事業）

　眼鏡事業につきましては、「ビビッドムーン」や「プラスミックス」、「アイシード」等主力フレームが、個人消

費低迷による買い控え等の影響を受けたため、売上高は327百万円（前年同期比28.7％減）となりました。営業利益

につきましては、組織改編による人員配置見直しや経費削減に努めました結果、16百万円（前年同期営業損失34百

万円）となりました。

（その他事業）

　その他事業につきましては、眼内レンズ市場における価格競争激化による売上高の減少はありましたものの、連結

子会社の携帯電話部門の取扱メーカーを追加したこと等により売上高180百万円（前年同期比1.4％増）となり、営

業損失16百万円（前年同期営業損失20百万円）となりました。

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、15,714百万円となり、前連結会計年度末から281百万円の増

加となりました。主な要因として、現預金255百万円（355百万円から611百万円）の増加が挙げられます。

　負債につきましては、当第３四半期連結会計期間末の残高は10,317百万円となり、208百万円の増加となりました。

主な要因として、鴻巣研究所関連や運転資金のための借入金522百万円（長短計7,198百万円から7,720百万円）の

増加が挙げられます。

  純資産につきましては、当第３四半期連結会計期間末の残高は5,397百万円となり、73百万円の増加となりまし

た。これは、その他有価証券評価差額金の48百万円（△2百万円から45百万円）の増加や利益剰余金の24百万円の増

加によるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、604百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、営業活動の結果得られた資金は、406百万円（前年同期272百万円の支出）とな

りました。これは主に、売上債権の減少や仕入債務の増加によるものであります。 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は、444百万円（前年同期281百万円の支出）であ

ります。これは主に、鴻巣研究所の設備の導入によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、財務活動の結果得られた資金は、42百万円（前年同期1,023百万円の収入）であ

ります。これは借入によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、108百万円であります。なお、当第３四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び通期の見通し

　平成22年３月期通期の見通しについては、引き続き、「シードワンデーピュア」と「シード２ウィークピュア」を

柱に積極的な拡販に取り組んでまいります。さらに、２月よりシードワンデーピュアの３ヶ月パック「シードワン

デーピュア96枚パック」も投入いたしまして、お客様の多様化するニーズに応えてまいります。

　また、新商品のソフトコンタクトレンズ用洗浄剤「シードゥソフトジェル」の販売開始や、眼鏡フレームの「ビ

ビッドムーン」や「プラスミックス」等主力アイテムの秋冬モデルの拡販により、売上の拡大と財務体質の強化に

努めてまいります。これにより、通期の見通しにつきましては変更はございません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,424,000

計 26,424,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）

（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,112,000 9,112,000ジャスダック証券取引所 単元株式数　100株

計 9,112,000 9,112,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 1,685

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ――――――

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 168,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　新株予約権１個あたり　63,100

新株予約権の行使期間 自　平成21年５月１日　至　平成24年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　631

資本組入額　316
 

新株予約権の行使の条件

各新株予約権の一部行使はできないものとする。

権利行使請求日の属する月の前月のジャスダック証券取引所

における当社普通株式の終値の平均値が、行使価額を300円以

上上回っている場合に限り、行使することができる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ――――――

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――――――
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 9,112,000 － 1,841,280 － 2,474,160

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　　　①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 1,409,600
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,701,000 77,010 ―

単元未満株式 普通株式       1,400 ― ―

発行済株式総数 9,112,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,010 ―

　

　②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

　㈱シード

東京都文京区本郷２

－40－２
1,409,600 － 1,409,600 15.47

計 － 1,409,600 － 1,409,600 15.47
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 243 300 326 325 440 400 400 365 310

最低（円） 182 215 235 263 290 351 330 300 260

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日以後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役員の異動（平成21年９月１日付）　

新役名 新職名　　　　　 旧役名 旧職名　 氏名　 異動年月日

取締役 副社長　　　　　 取締役 －　 浦壁　昌広　 平成21年９月１日

　

役員の異動（平成22年１月１日付）

新役名 新職名　　　　　 旧役名 旧職名　 氏名　 異動年月日

代表取締役 社長　　　　　 取締役 副社長　 浦壁　昌広　 平成22年１月１日

取締役 会長　　　　　 代表取締役 社長　 井上　忠　 平成22年１月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人によるレビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 611,135 355,929

受取手形及び売掛金 ※4, ※5
 1,634,901 1,635,513

商品及び製品 1,990,720 1,910,275

仕掛品 857,822 793,241

原材料及び貯蔵品 148,843 152,091

その他 566,724 815,513

貸倒引当金 △98,515 △11,358

流動資産合計 5,711,634 5,651,207

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 2,068,566 2,205,110

機械装置及び運搬具（純額） ※3
 2,494,344 2,490,010

土地 ※3
 2,769,208 2,769,208

リース資産（純額） 262,987 314,352

建設仮勘定 149,635 151,200

その他（純額） ※3
 176,238 203,550

有形固定資産合計 ※1
 7,920,982

※1
 8,133,432

無形固定資産 100,755 123,348

投資その他の資産 ※2, ※3
 1,981,609

※2
 1,525,227

固定資産合計 10,003,346 9,782,008

資産合計 15,714,980 15,433,216

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※5
 847,604 753,051

短期借入金 4,543,300 3,330,000

未払法人税等 27,309 31,694

賞与引当金 35,975 126,500

製品回収関連損失引当金 － 90,000

その他 694,770 890,657

流動負債合計 6,148,959 5,221,902

固定負債

長期借入金 3,177,200 3,868,500

退職給付引当金 817,174 789,113

役員退職慰労引当金 30,714 27,632

その他 143,560 201,881

固定負債合計 4,168,648 4,887,126

負債合計 10,317,607 10,109,029
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,841,280 1,841,280

資本剰余金 2,474,160 2,474,160

利益剰余金 1,481,886 1,457,116

自己株式 △445,485 △445,472

株主資本合計 5,351,841 5,327,083

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 45,531 △2,896

評価・換算差額等合計 45,531 △2,896

純資産合計 5,397,372 5,324,186

負債純資産合計 15,714,980 15,433,216
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 7,402,413 8,226,283

売上原価 3,915,740 4,477,457

売上総利益 3,486,672 3,748,825

販売費及び一般管理費 ※
 3,587,357

※
 3,635,785

営業利益又は営業損失（△） △100,684 113,039

営業外収益

受取利息 619 2,086

受取配当金 6,024 5,318

為替差益 17,887 9,428

助成金収入 － 33,101

その他 47,901 23,299

営業外収益合計 72,433 73,234

営業外費用

支払利息 75,078 94,108

その他 5,346 8,564

営業外費用合計 80,425 102,672

経常利益又は経常損失（△） △108,677 83,601

特別利益

投資有価証券売却益 3,907 －

貸倒引当金戻入額 － 1,800

特別利益合計 3,907 1,800

特別損失

固定資産除却損 1,069 －

投資有価証券評価損 184,982 289

前期損益修正損 － 14,116

製品回収関連損失 792,896 29,802

特別損失合計 978,949 44,208

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,083,719 41,193

法人税、住民税及び事業税 19,805 21,496

法人税等調整額 △80,690 △24,330

法人税等合計 △60,884 △2,833

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,022,835 44,026

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

14/27



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 2,569,565 2,750,401

売上原価 1,391,452 1,530,222

売上総利益 1,178,112 1,220,178

販売費及び一般管理費 ※
 1,198,700

※
 1,190,318

営業利益又は営業損失（△） △20,587 29,860

営業外収益

受取利息 152 805

受取配当金 5,117 4,391

為替差益 17,040 －

受取賃貸料 － 3,114

その他 14,118 1,847

営業外収益合計 36,428 10,159

営業外費用

支払利息 28,902 32,867

その他 1,092 5,986

営業外費用合計 29,995 38,854

経常利益又は経常損失（△） △14,155 1,165

特別利益

投資有価証券売却益 3,872 －

貸倒引当金戻入額 － 1,183

特別利益合計 3,872 1,183

特別損失

投資有価証券評価損 183,638 －

製品回収関連損失 350,972 14,805

特別損失合計 534,611 14,805

税金等調整前四半期純損失（△） △544,894 △12,456

法人税、住民税及び事業税 5,582 2,766

法人税等調整額 43,730 △8,250

法人税等合計 49,312 △5,483

四半期純損失（△） △594,206 △6,973
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,083,719 41,193

減価償却費 654,981 790,720

貸倒引当金の増減額（△は減少） 55,096 △6,788

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,794 28,061

賞与引当金の増減額（△は減少） △77,100 △90,525

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,564 3,082

受取利息及び受取配当金 △6,644 △7,405

支払利息 75,078 94,108

固定資産除却損 1,069 －

投資有価証券売却損益（△は益） △3,907 －

投資有価証券評価損益（△は益） 184,982 289

製品回収関連損失 792,896 29,802

前期損益修正損益（△は益） － 14,116

売上債権の増減額（△は増加） △266,506 123,069

たな卸資産の増減額（△は増加） △801,905 △141,778

仕入債務の増減額（△は減少） △33,601 94,553

その他 373,450 △237,349

小計 △145,598 735,149

利息及び配当金の受取額 6,644 7,405

利息の支払額 △70,676 △93,467

法人税等の支払額 △16,246 △25,105

法人税等の還付額 93,026 14

製品回収関連費用の支払 △890,716 △119,802

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,023,566 504,193

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,480,580 △679,157

投資有価証券の取得による支出 △538 △1,469

投資有価証券の売却による収入 8,146 －

定期預金の預入による支出 △500 △4,500

貸付金の回収による収入 7,860 10,860

保険積立金の解約による収入 － 14,614

その他 △31,588 △8,704

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,497,201 △668,357

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,550,000 387,500

長期借入れによる収入 1,800,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △521,500 △565,500

セール・アンド・リースバックによる収入 316,261 －

配当金の支払額 △40,635 △19,142

自己株式の取得による支出 △4 △12

リース債務の返済による支出 － △88,017

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,104,121 414,827

現金及び現金同等物に係る換算差額 △286 43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 583,067 250,705

現金及び現金同等物の期首残高 533,258 353,929

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,116,325

※
 604,635

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

16/27



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事項の変更 　重要な引当金の計上基準の変更

　製品回収関連損失引当金

製品自主回収に関する費用の支出に備えるため、合理的な損失見込額を

計上しておりましたが、回収に関する問合せ件数が大幅に減少したこと、ま

た、回収対応内容の変更を行ったことによる将来分の発生可能性低下が見

込まれるため、設定を廃止いたしました。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含まれておりました「助成金収入」は、当第３四半期

連結累計期間において、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累

計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は2,634千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）　

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第

50号）の適用に伴い、前第３四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として区分掲記されていたものは、当第３

四半期連結会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。なお、当第３四半期連結会計期間に含まれる「商

品」「製品」は、それぞれ1,136,363千円、854,356千円であります。

また、前第３四半期連結会計期間において、「原材料」「貯蔵品」として区分掲記されていたものは、当第３四半期連

結会計期間は「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記しております。なお、当第３四半期連結会計期間に含まれる「原材

料」「貯蔵品」は、それぞれ14,431千円、134,412千円であります。

（四半期連結損益計算書）　

前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含まれておりました「受取賃貸料」は、当第３四半期

連結会計期間において、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、区分掲記しております。なお、前第３四半期連結会

計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は3,137千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の算出については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降

に経営環境や一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前

連結会計年度において使用した業績予測やタックス・プランニングに当該影

響を加味して算出したものを利用する方法によっております。

４．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、4,473,836千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,713,890千円で

あります。

※２．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は279,951千円であります。

※２．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は373,896千円であります。

※３．下記資産を長期借入金2,957,000千円（１年以内返

済予定の長期借入金を含む）、短期借入金1,300,000千

円の担保に提供しております。

　

 建物及び構築物 　1,581,648
(1,515,902)

　
千円

 機械装置及び運搬具 　2,215,762
(2,215,762)

　
　

 土地　 　1,278,202(996,731)　　

 その他有形固定資産　 　99,767(99,767)　　

 投資有価証券　 　119,449    　　

 　　　合計 　5,294,830
(4,828,164)

　
　

　上記のうち（　）内書きは工場財団抵当に供している

資産であります。

―――――――――

※４．受取手形割引高　　　　　　　　　　 90,470 千円 ―――――――――

※５．四半期連結会計期間末日満期手形の処理　　　　　　　

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。　

　

 受取手形 42,739千円

 支払手形 70,555千円

―――――――――

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 817,816千円

賞与引当金繰入額 53,060千円

退職給付費用 46,237 

貸倒引当金繰入額 63,324 

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 785,575千円

賞与引当金繰入額 5,992千円

退職給付費用 49,652 

広告宣伝費 555,080 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 232,019千円

賞与引当金繰入額 53,060千円

退職給付費用 15,070 

貸倒引当金繰入額 22,385 

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 310,921千円

退職給付費用 16,502 

広告宣伝費 129,518 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,116,825

預け入れ期間が３ヶ月を超える定

期預金
△500

現金及び現金同等物 1,116,325

　

 （千円）

現金及び預金勘定 611,135

預け入れ期間が３ヶ月を超える定

期預金
△6,500

現金及び現金同等物 604,635

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　9,112,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　1,409,607株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 19,256 2.5平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,931,769460,118177,6762,569,565－　 2,569,565

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － （－）　 －

計 1,931,769460,118177,6762,569,565（－）　 2,569,565

営業利益又は営業損失（△） 117,560△34,230△20,583 62,747
（△83,334）

　
△20,587

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,242,247327,993180,1592,750,401 － 2,750,401

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － （－） －

計 2,242,247327,993180,1592,750,401（－） 2,750,401

営業利益又は営業損失（△） 106,63316,418△16,123106,928（△77,067）29,860
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前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,537,4911,311,503553,4187,402,413－　 7,402,413

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － （－）　 －

計 5,537,4911,311,503553,4187,402,413（－）　 7,402,413

営業利益又は営業損失（△） 216,497 △123 △67,347149,026
（△

249,711）　
△100,684

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 6,685,282974,661566,3398,226,283 － 8,226,283

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － （－） －

計 6,685,282974,661566,3398,226,283（－） 8,226,283

営業利益又は営業損失（△） 374,68412,751△38,640348,795
（△

235,755）
113,039

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な品目の名称

事業は、製品、商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。また、これらの事業区分に属する

主要な品目は次のとおりであります。

事業区分 主要製商品名

コンタクトレンズ・ケア

用品事業

コンタクトレンズ（ハード系、ソフト系、ディスポーザブル（使い捨て）レンズ）、

ケア用品（洗浄液、保存液、酵素洗浄液、コンセプトクイック、ソフトメイト、シードゥソフ

トケア、保存ケース他）、及びその関連事業

眼鏡事業
眼鏡レンズ、眼鏡フレーム（ビビッドムーン、プラスミックス、アイシード他）、

眼鏡備品、その他

その他事業 眼内レンズ、その他

２．会計処理の方法の変更 

　前第３四半期連結累計期間　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．に記載の通り、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用しております。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益がコンタクトレンズ・ケ

ア用品事業において12,109千円減少しております。

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間並びに前第３四半期連結累計期間及び当第３四半

期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当

事項はありません。　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間並びに前第３四半期連結累計期間及び当第３四半

期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

　その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 148,198 216,440 68,241

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 148,198 216,440 68,241

（注）当第３四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式について289千円減損処理を行って

おります。

　なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得価額に対して50％以上下落した場合には減損処理を

行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性や過去の実績を考慮して必要と認められた場合に減損処

理を行っております。

　

（デリバティブ取引関係）

　　　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

 

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　　　　　　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 700.74円 １株当たり純資産額 691.23円

２．１株当たり四半期純利益又は純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 125.11円 １株当たり四半期純利益金額 5.72円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益又は純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純利益又は純損失（△）（千円） △1,022,835 44,026

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）

（千円）
△1,022,835 44,026

期中平均株式数（株） 8,175,348 7,702,412

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 72.68円 １株当たり四半期純損失金額 0.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） 594,206 6,973

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 594,206 6,973

期中平均株式数（株） 8,175,343 7,702,393

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末

に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

株式会社シード

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　智由　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 信田　　力　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シードの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シード及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月10日

株式会社シード

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　　悦生　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 江黒　崇史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シードの平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シード及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　　

追記情報　

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第２四半期連結

会計期間より製品回収関連損失引当金の設定を廃止している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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